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（２３６）黄色い皮のブロイラーについての皮の色素調査 

 

  ブロイラーを皮付き丸鳥で買う場合も皮付きでパーツに切り分けられているのを買う場合

も見た目の感じが消費者の購買意欲に重要なかかわり合いを持っています。皮の色素は種々の要

素によって影響を受けますが主に遺伝的要素、飼料と飼料中の色素濃度、ブロイラーの健康状態、

そして、屠鳥処理のときの湯漬けと毛むしり工程（scalding and plucking）の条件によって変

わります。勿論、これ以外にも色素に影響を与える重要な要因があるかもしれません。 

 

  小売業者はブロイラーを丸鳥で仕入れる場合もパーツで仕入れる場合も統一された皮の色

素濃度のものを要求します。本試験では黄色い皮の色素濃度を持つブロイラーがコマーシャル・

レベルでは一般的な集約管理と同じ条件で評価するために行ったものです。 

 

  試験に使った中型サイズのブロイラーは生体重が２，３００ｇから２，５００ｇで総数２３

００羽使いました。内訳は（１群当り１００羽；ｎ＝１２群雄ブロイラーとｎ＝１１群雌ブロイ

ラー、ｎ＝ロス５０８が１２群とｎ＝ロス３０８が１１群）でしたが、これらを同一の屠殺処理

場でランドムに選抜しています。 

 

  色素測定は胸肉、モモ肉、脛の皮に対してはミノルタの色素メーターＣＲ３００を使ってＬ

＊ａ＊ｂ＊法で行いました。測定した黄み（ｂ＊）の幅は全ての部位での皮の黄みについえかなり

大きかったです。胸肉については平均値の２２．７７（ＳＤ＝５．１２）が観察されましたが、

値は７．４５から３９．１２でした。モモ肉と脛の平均値は、それぞれ２０．２３（ＳＤ＝５．

０２；幅は１．９９から３７．８２）、及び、５３．９９（ＳＤ＝８．１３；幅は２４．２２か

ら７８．６５）でした。 

 

  濃い目の黄色い皮は全ての雌ブロイラーの屠体全体に見られましたし、ロス３０８でも同様

の傾向が見られました。胸肉とモモ肉の黄色濃度の値は有意に相関がありました（ｒ＝０．８５；

Ｐ < ０．０１）。このことから示唆されることは色の評価については一箇所の皮を測定すればよ

いということです。 

 

  この試験に使った飼料はとうもろこし・大豆ミール主体の飼料でイタリアの北部地域の市場

ニーズに合わせており、総キサントフィル濃度は飼料１ｋｇ当り１２から１５ｍｇでした。イタ

リアでは北部で作られているとうもろこしが黄色い色素が豊富に入っており、この地方では黄色
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い皮のブロイラーが好まれます。逆にイタリア南部では色素が少ない小麦を生産して与えていま

すので薄い（白っぽい）皮の色のブロイラーを好みます。 

 

  この試験の詳細に関心のある方は表１点と図７点を含む７ページの論文を米国家禽学会誌

（2010 Poultry Science 89:1556-1561）にアクセスしてご覧ください。 

 

  余談ですが、日本でもブロイラーや地鶏の皮の色の好みは消費者の好みが地域性にもあると

思います。今日、一般的に使われている外貌審査で見分ける方法のみならず、本論文のようにカ

ロリメーターを使われるのも一案でしょう（瀬良、2010）。 


